
主な改訂の内容２

第２期北海道創生総合戦略の改訂について

改訂の考え方１

資料１－１

■ 感染症の影響を踏まえた施策の追加

• 「ポストコロナを見据えた社会変革や行動変容への対応」を「戦略推進の基本方針」に追加

• 感染症対策の充実、人々の行動変容や地方への関心の高まりなどを踏まえた移住・定住、交流人口

拡大に向けた施策を充実・追加

 「ゼロカーボン北海道」の実現に向けた施策

• 分野横断的に政策を展開し、持続可能な地域づくりにつなげるという観点から、「ゼロカーボン北海道」

の実現を「戦略推進の基本方針」に位置づけ

• 地域創生との好循環を生み出す観点から、脱炭素関連施策を追加

 「デジタル化」の推進に向けた施策

• 市町村のデジタル化促進やデジタルデバイド対策など、道内自治体DX推進に係る施策を追加

• ICTの活用やDXなど、デジタルの視点を施策に反映

■ 新型コロナウイルス感染症の感染拡大など、社会経済情勢の変化を踏まえ、

３つの視点に基づき見直し

① 「ポストコロナ」を見据えた地域創生の推進

② 人々の行動変容や「デジタル化」の推進、「脱炭素化」の動きなど社会変革への対応

③ 総合計画等関連計画との整合

今後の推進に向けて３

■ 総合計画との一体的な推進

• 先に改訂した北海道総合計画や関連する特定分野別計画等との一体的な推進

• 政策評価の仕組みによるPDCAサイクル、「北海道創生協議会」における議論を通じた推進

■ 「連携地域別政策展開方針」を「地域戦略」として位置づけ

• 総合計画が示す政策の基本的な方向に沿って、６つの連携地域ごとに策定する「連携地域別政策展

開方針」を「地域戦略」として位置づけ


